
県内大学初！エコアクション21の認証を取得 

〔認証概要〕 
◆認証・登録番号 0004186 
◆認証・登録事業者 新潟工科大学 
◆認証・登録の対象活動範囲 大学における教育・研究と施設管理 
◆関 連 事 業 所 なし 
◆認 証・登 録 日 平成21年9月18日 
◆有 効 期 限 平成23年9月17日 

※エコアクション21とは。 

　広範な中小企業、学校、公共機関などに対して「環境への取組を効果的・効率的に行うシステムを構築・運用・維持し、
環境への目標を持ち、行動し、結果を取りまとめ、評価し、公表する」ための方法として、環境省が策定したエコアクション
21ガイドラインに基づく認証・登録制度です。 

　このたび、本学は9月18日付けで県内大学初のエコアクション21（※）の認証を取得しました。 
　本学では、平成20年4月の環境科学科開設を契機に、エコアクション21の認証取得を目指して実施体制を整備し、エ
コアクション手帳の作製・配付や環境教育の研修会を行い、蛍光灯の削減や冷暖房温度の管理徹底などによる二酸化炭
素放出量の削減や、節水コマの取付による水資源の使用量の削減など、独自の環境マネジメントシステムを実施してき
ました。 
　この環境マネジメントシステムが、財団法人　地球環境戦略研究機関（略称ＩＧＥＳ）からエコアクション21の要求事
項に適合していると認められました。 
　今後は環境活動を継続、発展させていくとともに、この活動の結果を「環境活動レポート」として外部に公表します。
これらの環境活動を通し、「環境に配慮した行動のできる人材」を育成し、地域社会に貢献をしていきます。 

〔認証取得までの経緯〕 
◆2008.09.24 
エコアクション21の認証取得を目指すことを決定し、環境マネジ
メントシステムの構築を開始。 
◆2008.12.17 
環境活動の実施体制  承認。 
◆2008.12.24 
環境方針、環境目標及び環境活動計画  承認。 
環境方針及び環境活動宣言  公開。 
◆2009.01.01 
環境方針に基づき、全学的な環境マネジメントシステムの運用開始。
（取組期間における環境活動  開始） 
◆2009.01.23 
環境推進学生会  発足。 
◆2009.03.27 
内部監査  実施。 
◆2009.03.31 
取組期間における環境活動  完了。 
◆2009.04.27 
代表者（学長）による全体の評価と見直し  実施。 
◆2009.05.29 
エコアクション21の登録審査  申請。 
◆2009.07.14 
エコアクション21審査人による書類審査  実施。 
◆2009.07.28～29 
本学にて、エコアクション21審査人による現地審査  実施。 
◆2009.08.25 
地域判定委員会  実施。判定結果「A（認証・登録を認める）」。 

◆2009.09.09 
中央判定委員会  実施。判定結果「認証・登録を認める」。 
◆2009.09.18 
エコアクション21  認証・登録。  
 

　関連URL 
　http://www.niit.ac.jp/news/2009/10/post_182.html
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教員父母連絡交流会 

建築週間2009

第3回オープンキャンパス 

　9月5日（土）に平成21年度教員父母連絡交流会が
開催され、約200名のご父母の皆様に出席していただき
ました。 
　学科別連絡交流会では、近況を報告する全体会と学生
の修学状況等に関するご父母と教員の個別面談が行われ
ました。 
　また、学長父母連絡交流会では、特別講演として経済
ジャーナリストの大西 勇氏から、「新潟工科大学にかけた
経営者の熱い思い」と題した講演をいただきました。本学
の設立の経緯を詳しく知ることができ、大変興味深い
内容だったなど、聴講されたご父母の皆様からご好評を
いただきました。  
　今後とも、ご父母の皆様のご期待にお応えし、学生が
充実した大学生活を送れるよう教職員一同、努めてまい
ります。 

　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/09/post_173.html

　9月13日（日）に、第3回オープンキャンパスを行い
ました。 
　時折、強風が吹くあいにくの天候でしたが、今回も大勢
の生徒、ご父母等の皆様から参加していただきました。
「普段は体験できない実験ができてよかった」「学生の
対応が丁寧だった」など、参加者からご好評をいただき
ました。 
　今年度のオープンキャンパスは、今回をもちまして全
日程が終了しましたが、個別見学・相談は随時、受け付けて
います。 
※ご希望の方は入試広報課 
フリーダイヤル：0120-8188-40 又は 
E-mail:nyuushi@adm.niit.ac.jp までご連絡ください。 
 
　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/09/post_168.html

　建築学科では、建築教育への取組を広くアピールする
ため、毎年恒例となった「建築週間」を10月5日（月）～
10月10日（土）に開催しました。 
　このうち、10月10日（土）は一般公開日とし、作品
展示の他に公開行事として卒業設計公開ディスカッション、
修士論文中間報告会及び卒業生による仕事紹介＆座談会
「社会人になって－いま思うと学生時代を－」を行い
ました。 
　先生方の鋭い指摘を受けたり、卒業生と交流を図るなど、
学生にとっては中身の濃い一日になったようです。 

　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/10/post_190.html
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キットCARを分解・組立て 

留学生との懇親会 

　8月31日（月）から開講した機械制御システム工学科
の集中講義「自動車の機構と構造実習」で、キットCAR
（小型の組立式自動車）の分解・組立てを行いました。 
　この講義は、機械工学技術の結晶である自動車の分解・
組立てを通じて、“ものづくり”の「しくみ」や「構造」を
体系的かつ実践的に学ぶとともに、その楽しさ・素晴らし
さを体験してもらうことを目的としています。 

　学生はお互いに協力し合いながら作業を進め、分解・
組立て後には実際にキットCARに乗車し、構内を走行し
ました。  
 
　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/09/car.html

　10月に入学した留学生4名（3年次編入学生2名、科目
等履修生1名、大学院生1名）と関係教職員の昼食会が
9月30日（水）に行われました。 
　3年次編入学生の2名は、本学の学術交流協定校である
中国のハルビン理工大学から初めて受け入れる留学生
です。両名は、本学を卒業すれば両大学での学位が取得
できることになっています。 
　科目等履修生の1名はモン
ゴル科学技術大学を休学し、
9月まで東京の日本語学校
で1年間、日本語を学んでい
ました。 
　大学院生の1名は今年度前

期に研究生として本学に在籍していましたが、さらなる
研究機会を求めて大学院進学を決意しました。 
　異国での生活に早く慣れ、留学を成功させるとともに、
在学生の国際理解に寄与してくれることを期待して
います。  
 
　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/09/post_178.html

SINME―新芽―部が震災復興イベント「柏崎　音市場」に協力 
　9月19日（土）・20日（日）の両日、柏崎市街19会場で、
中越沖地震復興祈願イベント「柏崎  音市場」（主催：かし
わざき音楽商店街）が開催されました。このイベントは、歌
や踊りなどを通じて柏崎市に元気を取り戻そうという願い
をきっかけに、2年前から行われています。 
　今回の開催にあたり、本学のSINME－新芽－部に、ステー
ジの屋根を制作してほしいとの依頼があり、学生は夏休み
を利用して作品を仕上げました。 
　材料には竹とすだれを使い、竹は学生達自身が刈りに行
きました。竹を曲げ、その元に戻ろうとする力を利用したアー
チ型の構造体をすだれで覆ってできた屋根は、竹（ちく）
と曲（きょく）をあわせて、『ちょく』と名づけられました。 
　制作中は、竹が乾燥して耐久性が落ち、割れてしまうな
どのハプニングもありましたが、当日は天候にも恵まれ、
屋根の防水ビニールシートも取り外しました。 

　すだれに当たった日差しが地面に落ちると、木漏れ日の
ような優しい雰囲気を演出し、立ち止まって屋根を見物す
る方もいました。 
 

　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/news/2009/09/sinme.html
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産学交流の取組 

柏崎市の河川水質調査を実施 
　7月下旬に環境科学科・竹園研究室の学生が、柏崎市の
河川水質状況を把握するため、鵜川、鯖石川の支流、前川
および二の川の17地点で汚れの程度を調査しました。 
　これまでは柏崎市が行っていましたが、今年度から本学
が地域貢献活動の一環として年2回調査していきます。
この結果は、柏崎市の河川の水質保全を図るための基礎

資料として活用されます。 
　柏崎市の“清らかで安全な
水質の維持”のために、今後も
環境科学科の学生は協力して
いきます。 

　地域産学交流センターでは、本学の支援団体である
新潟工科大学産学交流会を始め、地域の企業等と連携を
図り、産学交流を促進しています。 
　今年度はこれまでに、以下の取組を行いました。 
 
〔新潟工科大学産学交流会との連携〕 
・会員企業との懇談会「新潟地域懇談会」の開催 
9月2日（水）に新潟ユニゾ
ンプラザで、新潟地区会員
企業との懇談会を開催しま
した。大学での研究紹介を
行った後、学生の産学連携
に係る意見交換などを行い
ました。 
 
・三菱自動車工業株式会社の見学 
9月15日（火）～16日（水）
に愛知県岡崎市にある三菱
自動車工業株式会社・岡崎
工場を見学しました。電気
自動車の開発担当者との意
見交換を目的に実施し、16
社から17名の参加をいただきました。 
 

〔地域の企業との連携〕 
・3次元CAD講習会の開催 
8月19日（水）～21日（金）の
3日間、本学でCADソフト
「SolidWorks」を使用した
3次元CAD講習会を行い
ました。地域の技術力向上
と厚生労働省の雇用安定
助成金の教育訓練にも該当できるように企画し、柏崎市
内企業を中心に12社21名から参加をいただきました。 

・地域別産学交流会の開催 
8月28日（金）に三条・燕地域メッセピアで三条・燕地域
産学交流会、9月24日（木）に小千谷市総合産業会館サ
ンプラザで小千谷地域産学交流会を開催しました。三条・
燕地域産学交流会では、基調講演として独立行政法人
理化学研究所の林 央氏から、サーボプレスを利用した
最近の加工技術についてご紹介をいただきました。また、
小千谷地域産学交流会では、本学の教員5名がシーズ
プレゼンテーションを行い、産学連携をPRしました。
いずれも継続的な産学交流の振興を目的としており、
活発な交流が行われました。 
 

・教員の企業見学 
9月9日（水）に教員による
企業見学会を実施しました。
地域の企業を知り、企業と
のより一層の交流を図るこ
とを目的として2社を見学
しました。 
 
　今後も企業等の皆様のお役に立つセンターとして、その
成果を広く社会に還元していきたいと考えています。 
 
　関連URL 

　http://www.niit.ac.jp/info/support/center.html


